
4 ) ニゴロプナ前期仔魚の輸送方法の検討

藤原公一

[目的]ニゴロプナの前期仔魚を種苗として放流する場合の最多輸送方法を検討した.

[方法]ニゴロプナ仔魚(2サ日齢):を1000-10000尾/1の密度で500mlまたは1000ml容のプ

ラスチ γ ク容器に収容し、輸送シミュレーションを行なった{設定条件の詳細は表-1、2).ス

ケジュールは60分間静置(輸送前の処理時聞に相当)→120分間動揺(輸送時間に相当、振議

機による)→60分間静置(放流時聞に相当)であった.終了後は供試魚の状態を観察したのち、

心構数を計数した.また、一部は前歴水温ー5.C.土O.C、+5.Cの水中へ移し、その後の状況を観

察した.さらに、ロ・y ト毎に90尾ずつ7日間飼育し、この聞の生残率と奇形率を対照(良好な環

境下で、安静に保ったもの)と比較した.次に実際にトラックを用いた輸送実験を行なった.

この実験は湖水1800mlを入れた81容パケツに2寸日齢仔魚を7000尾/1(耳石にALC2重標識)ま

たは10000尾/1(耳石にALCド・yト標識)収容して行なった.スケジュールは上記と同様であっ

た.実験終了後、 ロット毎に30尾ずつ個別に10日間飼育し、その聞の生残率を対照と比較し

た.また、両輸送魚と対照魚(耳石にALC1重標識)をそれぞれ300尾ずつ同一水槽(1001容)で飼

育し、 11日後と22日後に各標識魚の出現率と成長を比較した.さらに、両輸送魚と対照魚を1

万数千尾ずつ琵琶湖岸のキシュウスズメノヒエ群落内に放流し、経目的に採集して各標識魚

の出現率と成長を比較した.

[結果]輸送シミ品レーションの結果、密閉容器を用いて5000尾/1以上輸送するとDOが10

Z以下まで低下し、 pHも6.7以下に低下した.また、容器の底へ沈下する魚が増加し、それらの

心構数は対照と比べて有意に誠少し、7日間生残率も低かった.さらにこの沈下魚では螺のガ

スが減少し、その部分から脊索が湾曲するのが特徴的で、この湾曲はその後ほとんど回復せ

ず、多くは奇形となった.密閉容器と開放容器を比較すると、後者の方がDOとpHが高く、供試

魚の心樽数、7日間生残率、7日後奇形率の点で成績は良かった.酸素供給剤や水質安定剤添加

の効果は特に認められなかった.(以上表ー1)開放容器で輸送可能最多尾数は水温17.0.Cで

は7500尾/1であった(表-2).トラック輸送実験の成績を対照魚、7500尾/1での輸送魚および

10000尾/1での輸送魚の3者聞で比較すると、10000尾/1での輸送魚の10日聞の生残率が低く

(図ー1)、また、3者を標識で識別して同一水槽で飼育した場合や天然水域へ放流して後日回収

した場合、10000尾/1での輸送魚の出現率が低〈、減耗が起こっていることが確認された.し

かし、成長には有意な差はなかった.(以上表-3、4) 以上の結果と別途実験で求めたニゴロ

プナ仔魚の酸素消費曲線 (OC=6.07・10(0.0206WT-1)、OC;酸素消費量;μg.mg BW-1 • hr-I • WT 

;水温;.C)から解析すると、開放容器を用いたニゴロプナ仔魚の2時間程度の最多輸送尾数は

15.Cでは8600尾、 20.Cでは6100尾、 25.Cでは4500尾、 30.Cでは33叩尾となる.
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表ー1ニゴロブナ仔魚町輸送シミュレーシヨン結果{第1回実験}
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表-2ニゴロブナ仔魚由輸送シミュレーション結果{傭2回実験}
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会S実際仁輸送を行なったニゴロヲナ仔魚の同-*柵内での餌育属蹟
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